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沖
縄
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中
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恩
納
村
。
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ト
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横
２
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、
縦
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以
上
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浮

′
ク
が
］
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殖
タ

ン
山
城
一

並
ぶ
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以
上
。
全
国
の
ス
ー
パ
ー
に

を
作
り
出
す
。
高
齢
化
社
会

並
ぶ
村

の
特
産
品

の
養
殖
は

を
迎
え
た
日
本
に
は
そ
ん
な

シ
エ
ア
が
支
え
る
。
海
ブ
ド

エ
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
希
望

ウ
の
売
上
高
は
１
人
平
均
年

者
全
員
が
６５
歳
以
上
ま
で
働

３
０
０
万
円
程
度
。
年
金
が

け
る
会
社
は
４８

・
８
％
。
７０

加
わ
れ
ば
、
生
活

に
ゆ
と
り

歳
以
上

で
は
１８

・
３
％

に
と

が
で
き
る
。

「
不
安
が
多
か

ど
ま
る
。
企
業
は
ま
だ
、
働

０
０
０
食
分
を
出
荷
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
昔
は
朝
か
ら
酒
を
飲
ん

き
手
と
し
て
の
シ
エ
ア
を
活

「
６５
歳
で
引
退
す
る
つ
も
り

き
集
め
る
重
労
働
。
長
く
続

で
、
け
ん
か
も
絶
え
な
か

っ
　
用
し
き
れ
て
は
い
な
い
。

癬
鉤
誕

凩

時̈一齊

仕
事

の
形

柔
軟

に
変
化

　

鐵』げぃぉけ御籠

羮
ど剌切券

貪

静̈な夢

，
　
　
　
　
　
　
　
あ
ち
ゃ
ん
も
い
る
と
い
う
。
　

ッ
ト
を
使

っ
た
高
齢
者
向
け

体
調
チ

ェ
ッ
ク
を
兼
ね
る
。

体
力
に
合
わ
せ
て

界
初
め
て
と
い
う
商
業
出
荷
　
　
　
　
　
′　
　
．
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「
動
け
な
く
な

っ
た
と
感

の
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
変
わ

の
成
功
を
受
け
、
山
城
の
引

た
。
今
は
皆
明
る
い
よ
」
と

　

人
ロ
ー
８
５
０
人
、
高
齢

る
。
日
本
料
理
の
飾
り
に
使

け
た
注
文
は
そ
の
日
の
う
ち

じ
た
と
き
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー

地
域
に
広
げ
て
い
る
。
　
　
　
る

「
で
き
る
こ
と
」
。
変
化

主
要
産
業
だ

っ
た
モ
ズ
ク

退
は
延
び
た
。
　
　
　
　
　
　
漁
協
関
係
者
は
笑
う
。
　
　
　
化
率
４９
％
の
徳
島
県
上
勝
町

う
モ
ミ
ジ
や
柿
の
葉
な
ど
の

に
発
送
す
る
。
目
当
て
の
葉

ネ

ッ
ト
の
利
便
性
が
享
受
で

　

宮
崎
名
物
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

に
合
わ
せ
、
仕
事
の
形
を
変

養
殖
は
ダ
イ
バ
ー
ス
ー
ツ
で

　

恩
納
村
漁
協
の
組
合
員
２

　

体
力
の
変
化
を
見
越
し
、
　

に
シ
ニ
ア
の
経
験
を
生
か
す

妻
物
を
全
国
に
届
け
る

「
葉
　
っ
ぱ
が
山
の
ど
こ
に
あ
る
か

き
る
。
働
き
続
け
る
に
は
最
　
「
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
」
を
製

え
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

海
に
潜
り
、
１
日
１

ン，、
を
か

６
０
人
の
半
数
以
上
は
６０
歳

シ
ニ
ア
が
主
役
と
な
る
仕
事

新
た
な
産
業
が
根
付
い
て
い
　
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
だ
。
　
　
　
迷
う
こ
と
は
な
い
。

「
四
季

低
限
の
知
識
が
必
要
」
。
東

造
し
、
ネ

ッ
ト
で
全
国
に
販

る
。
　

　

　

　

（敬
称
略
）

山
城
さ
ん

は
海
ブ

ド

ウ
を
軽
々
と
す
く
い

上

げ

て

収

穫

す

る

（沖
縄
県
恩
納
村
）

の
変
化
を
知

っ
て
い
る
か
ら

一京
都
三
鷹
市
を
拠
点

に
活
動

売
す
る
日
向
屋

（宮
崎
県
門

で
き
る
。
１
０
０
歳
ま
で
続

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
シ

ニ
ア

川
町
）
。
社
長
の
請
関
伸

（
５０
）

け

ら
れ

る

」

と
西

蔭

幸

代

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
普
及
サ

ロ
ン

・
三

は
２
０
１
０
年
、

「
若
者
は

（
７５
）
は
胸
を
張
る
。
　
　

　

鷹
」
の
代
表
、
久
保
律
子
（
６３
）

仕
事
を
求
め
て
町
を
出
て
い

Ｔ
上
Ｔ
ｉ
て
フ

ル

活
留
用
　

は
『
卿
申
¨
げ
歳

の
メ
ン
バ

な
´
串
『
秦
れ
申
期
籠
縮
は

西
蔭

の
１
日
は
タ
ブ
レ

ッ
　
１
１
４
０
人
は
多
く
が
現
役

引
き
上
げ
た
。
定
年
後
も
能

り
」
に
は
２
０
０
軒

卜

（多
機
能
携
帯
端
末
）
に

時
代
、
電
機
メ
ー
カ
ー
や
通

力
次
第
で
雇
用
す
る
。

の
農
家
が
参
加
。
平

届
い
た
注
文
や
価
格
の
確
認

信
会
社
、
商
社
な
ど
で
社
会

　

約

７０
人

の
社
員
は
３
割
近

均
年
齢
は
７０
歳

に
な

か
ら
始
ま
る
。
当
た
り
前

の

の
Ｉ
Ｔ
化
を
肌
で
感
じ
て
き

く
が
６０
歳
以
上
。
シ

ニ
ア
を

る
。
扱
う
葉

っ
ぱ
は

よ
う
に
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）

た
団
塊

の
世
代
。
定
年
退
職

戦
力
と
し
た
製
造
ラ
イ
ン
が

３
２
０
種
類
。
朝
受

機
器
を
使

い
こ
な
す
シ

ニ
ア

し
て
地
域

に
戻
り
、
団
塊
世

並
ぶ
床

に
段
差
は
な
い
。
商


